
◇ Ａ、Ｂ２人でじゃんけんをするとき、１回ごとの得点を、勝った方は５点、負けた方は

－２点、あいこの場合は０点と決めた。ＡとＢで何回かじゃんけんをしたところ、Ａの

勝った回数は、Ｂの勝った回数の２倍よりも３回少なく、ＡとＢの得点の和は36点になった。

ＡとＢは何回以上じゃんけんをし、そのうち何回勝ったか。 （福岡県）

Ａがｘ回勝ち、Ｂがｙ回勝ったとする。

これを解いて、 ｘ＝７， ｙ＝５

12回以上じゃんけんをし、Ａは７回、Ｂは５回勝った。
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